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　議会閉会中も案件の審査・調
査を行う委員会。その活動内容
をお知らせします。

　

町
民
プ
ー
ル
は
築
34
年
を

経
て
、
老
朽
化
に
伴
う
大
規

模
な
改
修
が
必
要
。
利
用
者

は
多
い
年
の
５
分
の
１
程
度

に
減
少
。
ま
た
、
管
理
運
営

に
は
毎
年
多
く
の
経
費
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

24
年
度
は
庁
内
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
専
門
業
者
に
よ

る
現
況
調
査
や
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
住
民
意
見
の
収

集
結
果
な
ど
を
基
に
今
後
の

あ
り
方
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
「
既
存
施

設
は
廃
止
。
再
整
備
に
は
住

民
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
る

こ
と
が
重
要
」
な
ど
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

25
年
度
に
有
識
者
や
住
民

を
含
む
検
討
委
員
会
を
設
置
。

▲改修が進められている水田川

土
山
駅
南
町
有
地
活
用
は

町
民
プ
ー
ル
は
廃
止
か
存
続
か

総

務

建

設

総

務

建

設
厚

生

教

育

厚

生

教

育

　

活
用
方
針
案
に
つ
い
て
住

民
か
ら
意
見
募
集
し
、
そ
の

内
容
を
第
４
回
検
討
委
員
会

で
検
討
し
て
、
12
月
末
に
成

案
化
す
る
予
定
で
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
意
見
が
あ
っ
て

調
整
に
時
間
を
要
す
る
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、水
田
川
改
修
工
事
、

町
道
浜
幹
線
道
路
の
安
全
に

関
し
て
、
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。

問
水
田
川
改
修
工
事
に
つ
い

て
、加
古
川
市
と
の
連
携
は
。

答
本
町
と
加
古
川
市
が
一
緒

に
な
っ
て
、
国
・
県
に
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
改
修
工
事
に
加
え
、
さ
ら

な
る
防
水
対
策
は
。

答
た
め
池
の
有
効
活
用
の
可

能
性
を
内
部
で
協
議
し
て
い

ま
す
。

問
西
小
校
区
の
町
道
浜
幹
線

道
路
の
横
断
歩
道
設
置
な
ど

に
関
す
る
要
望
に
対
し
、
そ

12
月
５
・
26
日
開
催

の
後
の
進
展
は
。

答
加
古
川
警
察
署
が
県
警
本

部
に
上
申
し
、
現
地
調
査
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

そ
の
報
告
を
受
け
て
教
育
委

員
会
で
審
議
し
、
町
と
も
協

議
し
ま
す
。

問
大
改
修
し
魅
力
あ
る
施
設

に
し
て
利
用
料
を
値
上
げ
し

た
場
合
な
ど
の
経
済
効
果
は
。

答
値
上
げ
し
て
も
そ
の
後
、

継
続
・
維
持
管
理
し
て
い
く

に
は
町
負
担
が
増
加
す
る
と

見
込
ま
れ
、
今
の
財
政
状
況

で
は
大
規
模
改
修
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
。

問
町
民
プ
ー
ル
の
再
開
が
困

難
な
ら
、
学
校
プ
ー
ル
を
開

放
す
る
と
い
う
考
え
は
。

答
改
修
時
期
に
き
て
い
る
学

　

12
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ

た
組
織
改
正
の
議
案
を
、
厚

生
教
育
常
任
委
員
会
と
の
連

合
審
査
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

質
疑
の
中
で
大
量
の
定
年

退
職
が
続
き
、
平
成
26
年
４

月
か
ら
の
組
織
改
正
は
難
し

い
と
の
当
局
の
答
弁
や
、
研

究
調
査
班
の
答
申
書
の
不
開

示
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
こ

れ
以
上
の
審
査
は
難
し
い
と

判
断
し
、
審
議
未
了
と
な
り

ま
し
た
。

校
プ
ー
ル
を
一
般
開
放
で
き

る
よ
う
施
設
・
設
備
面
の
改

修
を
し
て
は
ど
う
か
と
い
う

意
見
な
ど
も
検
討
結
果
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
防
止
対
策

　

家
庭
、
学
校
、
地
域
、
関

係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
体

制
の
強
化
を
進
め
、
未
然
防

止
と
早
期
発
見
・
解
決
に
尽

力
し
て
い
き
ま
す
。

▼
学
童
保
育
所
に
つ
い
て

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
に
つ
い
て

１
月
16
・
24
日
・
２
月
20
日

開
催

１
月
16
日
・
２
月
８
日
開
催

一

般

質

問

▲医療費の無料化は中３までに（南中卒業式）

▲病院の前にイルミネーションは必要か

田中 久子

宮尾 尚子

日本共産党　代表質問

公明党　代表質問

中３まで医療費の無料化を

イルミネーションは必要か

各種の子育て支援策で

冬の街を明るくする

町　長

町　長

問　

町
内
の
学
校
で
体
罰
の

有
無
を
確
認
し
て
い
る
の
か
。

答　

２
件
あ
り
、
教
職
員
が

本
人
と
保
護
者
に
謝
罪
し
て

い
る
。

問　

体
罰
に
つ
い
て
の
相
談

窓
口
開
設
の
考
え
は
。

答　

相
談
体
制
が
で
き
て
お

り
、
新
た
に
開
設
す
る
予
定

は
な
い
。

ご
み
処
理
広
域
化
を
問
う

こ
れ
か
ら
具
体
的
に

協
議
を

町
長

問　

ご
み
処
理
広
域
化
で
、

焼
却
炉
の
建
設
予
定
地
が
高

砂
市
に
決
定
。
町
民
に
よ
る

分
別
が
進
ん
で
い
る
現
状
か

ら
後
退
す
る
の
で
は
。

答　

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
し
、
高
効
率
発
電
を

行
い
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

す
る
の
で
後
退
し
な
い
。

問　

広
域
化
へ
の
住
民
説
明

会
は
。

答　

２
市
２
町
の
役
割
分
担
、

分
別
方
法
、
収
集
の
方
向
性

が
決
ま
れ
ば
必
要
。

問　

ご
み
の
収
集
有
料
化
に

つ
な
が
ら
な
い
の
か
。

答　

現
在
で
は
協
議
事
項
に

上
が
っ
て
い
な
い
。

問　

中
学
３
年
生
ま
で
医
療

費
の
無
料
化
を
求
め
る
。
兵

庫
県
下
の
医
療
費
助
成
の
状

況
は
。

答　

県
下
で
は
、
13
市
６
町

で
中
３
ま
で
の
医
療
費
の
無

料
化
が
実
施
さ
れ
る
。

問　

子
育
て
世
代
の
く
ら
し

を
支
援
す
る
た
め
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
。

答　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
」
で
、
各
種
事
業
計
画

策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
ま
ず
ニ
ー
ズ
調
査
を
実

施
す
る
予
定
。

体
罰
の
な
い
学
校
を

体
罰
根
絶
に

努
め
る

教
育
長

問　

日
本
全
国
で
エ
コ
が
叫

ば
れ
、
加
古
川
市
で
も
駅
前

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
撤

去
し
た
。Ｊ
Ｒ
土
山
駅
前
に
、

時
代
に
逆
行
す
る
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
は
必
要
か
。

答　

寄
付
者
の
意
向
を
大
切

に
し
、
駅
前
広
場
な
ど
を
装

飾
す
る
こ
と
で
、
冬
の
街
を

明
る
く
し
た
い
。

問　

寄
付
者
と
の
覚
書
な
ど
、

書
類
は
存
在
す
る
の
か
。

答　

口
頭
で
約
束
を
し
た
の

で
存
在
し
な
い
。

学
童
保
育
の
委
託
料
は

検
討
を

進
め
て
い
く

枡
田
理
事

問　

学
童
保
育
の
委
託
料
は

３
０
０
０
万
円
を
超
え
た
。

増
加
の
許
容
範
囲
は
ど
こ
ま

で
な
の
か
。

答　

町
が
責
任
を
持
っ
て
運

営
す
る
た
め
の
必
要
経
費
で

あ
る
。
指
定
管
理
者
と
も
協

議
し
て
、
運
営
経
費
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

国
家
賠
償
法
の
解
釈
は

今
回
は
１
条
２
項

に
該
当
し
な
い

町
長

問　

昨
年
は
裁
判
費
用
や
賠

償
金
の
支
払
い
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
町
長
自
身
の
広
報

紙
で
は
敗
訴
し
た
裁
判
所
の

判
決
を
間
違
い
の
よ
う
に
喧け
ん

伝で
ん

し
、
住
民
の
血
税
が
使
わ

れ
た
こ
と
に
対
し
て
謝
罪
が

な
か
っ
た
。
国
家
賠
償
法
を

ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
。

答　

１
条
２
項
で
「
公
権
力

の
行
使
に
当
た
る
公
務
員
が
、

職
務
上
故
意
ま
た
は
重
大
な

過
失
に
よ
っ
て
違
法
に
他
人

に
損
害
を
与
え
た
と
き
は
、

国
ま
た
は
公
共
団
体
は
そ
の

公
務
員
に
求
償
権
を
有
す

る
」
と
あ
る
。
今
回
の
場
合

は
該
当
し
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

▲平成24年度から営業休止となっている
　町民プール


